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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
平

成
25
年
の
新
春
を
迎
え
、
町
民

の
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を

心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
昨
年
は
、
国
際
的
に
は

尖
閣
諸
島
や
竹
島
に
お
け
る

日
・
中
・
韓
の
領
有
権
を
め
ぐ

る
緊
張
し
た
外
交
問
題
や
欧
州

の
通
貨
危
機
等
に
端
を
発
し
た

円
高
、
ロ
シ
ア
、
中
国
、
韓
国

な
ど
隣
国
で
は
指
導
者
が
交
代

す
る
変
化
の
多
い
一
年
で
あ
り

ま
し
た
。
国
内
で
も
、
12
月
に

執
行
さ
れ
ま
し
た
衆
議
院
総
選

挙
に
お
い
て
は
、
第
３
極
を
標

榜
す
る
新
党
が
乱
立
す
る
中
、

自
民
党
が
圧
勝
し
、
３
年
３
ヶ

月
ぶ
り
に
民
主
党
政
権
か
ら
自

民
党
政
権
と
な
る
な
ど
大
き
な

動
き
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
の
世
相
を
表
す

漢
字
は
「
金
」
と
な
り
ま
し
た

が
、
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
の
メ
ダ
ル
ラ
ッ
シ
ュ
、
山
中

伸
弥
氏
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
な

ど
数
々
の
「
金
字
塔
」
が
打
ち

立
て
ら
れ
た
こ
と
や
、
９
３
２

年
ぶ
り
に
全
国
的
に
観
測
さ
れ

た
金
環
日
食
、
消
費
税
増
税
や

生
活
保
護
費
の
不
正
受
給
問
題

な
ど
「
金
」
に
関
わ
る
こ
と
が

話
題
と
な
っ
た
年
で
も
あ
り
ま

し
た
。

　

わ
が
国
見
町
に
お
き
ま
し
て

は
、
佐
藤
前
町
長
の
も
と
、
東

日
本
大
震
災
や
放
射
能
除
染
な

ど
か
ら
の
復
旧
・
復
興
の
対
応

に
忙
殺
さ
れ
た
一
年
の
始
ま
り

で
あ
り
ま
し
た
。
県
内
に
お
け

る
原
子
力
災
害
は
、
そ
の
収
束

が
長
期
化
す
る
見
通
し
で
あ

り
、
町
内
に
避
難
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
る
飯
館
村
の
皆
様
の

一
刻
も
早
い
帰
郷
の
実
現
を
切

に
願
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

一
方
、
平
成
24
年
４
月
１
日

に
は「
国
見
小
学
校
」が
誕
生
し
、

新
た
な
歩
み
が
始
ま
っ
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
「
く
に

み
幼
稚
園
」
は
、
平
成
25
年
４

月
開
設
に
向
け
、
園
舎
と
な
る

旧
森
江
野
小
学
校
の
改
修
工
事

が
順
調
に
進
捗
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
、
先
の
町
長
選
で
訴
え

ま
し
た
「
復
興
・
絆
・
国
見
の

未
来
を
み
ん
な
で
つ
く
り
ま

し
ょ
う
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も

と
、
オ
ー
ル
国
見
の
精
神
で
、

町
政
の
一
層
の
発
展
と
町
民
福

祉
の
更
な
る
向
上
の
実
現
の
た

め
、「
国
見
町
の
維
持
と
さ
ら

な
る
発
展
」、「
政
治
的
中
立
の

担
保
と
町
民
主
役
の
町
政
の
実

現
」、「
国
、
県
、
市
町
村
、
関

係
機
関
な
ど
へ
の
提
言
や
連

携
」
に
よ
り
町
政
を
進
め
て
ま

年
頭
の

年
頭
の

ご
あ
い
さ
つ

ご
あ
い
さ
つ

平成 25 年平成 25 年

国見町長

太 田 久 雄

い
る
所
存
で
す
。

　

さ
ら
に
国
見
町
の
将
来
を
つ

く
る
具
体
的
な
「
５
つ
」
の
提

案
の
実
現
に
向
け
て
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

第
１
に
「
東
日
本
大
震
災
の

早
急
な
復
旧
・
復
興
」
で
す
。

特
に
除
染
対
策
、
県
北
流
域
下

水
道
浄
化
セ
ン
タ
ー
汚
泥
の
場

外
搬
出
、
損
害
賠
償
、
放
射
能

に
関
す
る
健
康
管
理
調
査
、
食

品
検
査
、
風
評
被
害
、
役
場
庁

舎
建
設
な
ど
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

第
２
に
「
安
全
安
心
な
町
政
の

実
現
」
で
す
。
大
震
災
の
対
応
に

つ
い
て
の
検
証
を
行
う
と
と
も

に
、
防
災
訓
練
の
実
施
や
消
防
、

赤
十
字
奉
仕
団
、
見
守
り
隊
な

ど
の
関
係
団
体
の
育
成
強
化
を

図
り
、「
自
分
の
安
全
は
自
分
で

守
る
」、「
町
民
の
安
全
は
町
民

で
守
る
」
た
め
の
普
及
啓
発
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

第
３
に
「
活
力
あ
る
町
政
の

実
現
」
で
す
。
い
わ
ゆ
る
６
次

化
を
は
じ
め
と
す
る
農
商
工
の

連
携
と
振
興
、
ま
た
、「
く
に

み
の
日
」や「
阿
津
賀
志
山
ビ
ッ

グ
ツ
リ
ー
」
な
ど
の
観
光
の
振

興
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
や

文
化
の
振
興
な
ど
、
心
の
豊
か

さ
を
共
有
で
き
る
取
り
組
み
を

進
め
、
国
見
町
の
活
性
化
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

第
４
に
「
思
い
や
り
の
あ
る

町
政
の
実
現
」
で
す
。
国
見
町

民
の
皆
様
は
温
か
く
思
い
や
り

の
気
持
ち
を
持
っ
て
お
り
、
こ

れ
ら
を
更
に
深
化
さ
せ
る
た
め
、

特
に
子
育
て
支
援
の
た
め
の
放

課
後
学
級
の
充
実
強
化
や
「
遊

び
場
」
の
設
置
、
介
護
福
祉
施

設
の
建
設
支
援
、
働
く
場
の
確

保
、
藤
田
病
院
を
は
じ
め
す
る

医
療
体
制
の
充
実
強
化
、
障
が

い
者
対
策
等
「
思
い
や
り
の
あ

る
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
国
見
町
の
素
晴
ら

し
い
自
然
景
観
や
国
指
定
で
あ

る
阿
津
賀
志
山
の
防
塁
な
ど
の

文
化
遺
産
の
保
全
、
貴
重
な
文

化
財
・
資
料
の
保
全
な
ど
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

第
５
に
「
１
つ
の
自
治
体
と

し
て
国
見
町
の
継
続
的
な
維
持

発
展
」
で
す
。
町
民
の
皆
様

同
士
の
強
固
な
連
携
や
絆
の

造
成
、「
町
民
相
談
室
」
の
設

置
、
ま
た
国
、
県
、
関
係
機
関

へ
の
提
言
や
連
携
、
市
町
村
と

の
連
携
、
町
と
し
て
の
行
財
政

改
革
の
実
施
な
ど
を
行
う
事
に

よ
り
、「
国
見
町
の
維
持
発
展
」

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

私
が
町
長
に
就
任
し
、
初
め

て
の
お
正
月
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
改
め
て
国
見
町
民
、
関
係

団
体
が
一
丸
と
な
っ
て
安
全
で

安
心
な
「
魅
力
あ
ふ
れ
る
国
見

町
」
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と

が
私
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
町
民
の
皆

さ
ま
方
に
と
り
ま
し
て
、
幸
多

き
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か

ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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２０１３年

ぼくは、今年年男なので、
スポ少をがんばりたいと思
います。ぼくは、剣道を習っ
ていますが、練習にまじめ
に行っても、試合ではなか
なか勝てません。だから今
年は、今までより練習を 2
倍以上にして、強くなるよ
うにがんばりたいです。

齊
さいとう
藤  智

ともひろ
博さん

（国見小 5 年）
私は今年、漢字と歴史、算
数をがんばりたいです。歴
史は、新しく入ってくるの
で少し心配です。それから、
私はパソコンでデジタル絵
をかいていますが、上手に
線をひけなかったり、色を
ぬれなかったりするので、使
い方をもっと覚えたいです。

大
おおうち
内  春

はるな
菜さん

（国見小 5 年）
ぼくは今年年男です。ぼく
は、剣道をやっています。
今年は 6 年生なので、いっ
しょにやっている剣道仲間
と協力しながら、中・低学
年を引っぱって行けるよう
に頑張りたいです。勉強も
頑張り、文武両道で今年も
乗り越えていきたいです。

菊
きくち
地  拓

たくみ
実さん

（国見小 5 年）

私は、バレーボールをやっ
ています。去年、伊達リー
グという大会で、3 位まで
に入ることができなかった
ので、今年は、3 位までに
入りたいです。そして、ど
んな大会にも勝ちたいで
す。

僕の今年の目標は、逆上が
りを完ぺきにすることで
す。理由は二つあります。
一つは 1 年生からずっと
さぼってきたからです。二
つ目は自分でも「やっぱり
5 年生にもなって、はずか
しいな」と思ったからです。
がんばります。オーッ !!

私は、小数のわり算が苦手
なので、6 年生になるまで
には、完ぺきにしたいです。
生活面では、文字を書くと
き背筋が曲がっているの
で、ちゃんと背筋を伸ばし
て文字を書くようにしたい
です。

宍
ししど
戸  寿

じゅりん
琳さん

（国見小 5 年）
私の抱負は、勉強です。私
はちょっと勉強が苦手なの
でいっしょうけんめいやっ
て得意になるようにがんば
りたいです。生活面では妹
の面どうをきちんと見れる
ように、がんばりたいです。
祖母の料理をおぼえてみん
なに作ってあげたいです。

鈴
すずき
木  芽

め い
生さん

（国見小 5 年）
ぼくの今年の抱負は、勉強
を集中してやる事です。ぼ
くは、あまり集中してやる
事ができないので集中して
きっちり勉強したいと思っ
ています。あと一つは、文字
をうまく書けるようになりた
いです。中学校にそなえて
文字がうまくなりたいです。

秦
はた
　純
じゅんた
太さん

（国見小 5 年）
私の今年の抱負は、3 つあ
ります。今年 6 年生になる
ので中学生にむけて勉強を
がんばりたいです。学校面
では、最高学年になるので、
下級生のお手本になれるよ
うにしたいです。生活面で
は、お母さんがやっている
家事の手伝いをしたいです。

吉
よしだ
田  秋

あきほ
帆さん

（国見小 5 年）

今年、ぼくは中学生になり
ます。中学校では、部活や
勉強をがんばりたいです。
特に英語が苦手なので、得
意になるように進んで勉強
をしたいです。また、先ぱ
いたちと仲良くなれるとい
いなと思います。中学校生
活が、とても楽しみです。

今年は中学校に入学しま
す。部活や勉強などで大変
になるかもしれません。後
から困らないように自主勉
を毎日やったり家の回りを
走って体力をつけたりした
いです。家庭のお手伝いも
進んで行えるようがんばり
たいです。

2013 年はヘビ年です。年男
の今年、ぼくは目標を 2 つ
立てました。1 つ目は勉強の
ことです。今年は中学生に
なるので苦手をなくすよう
にがんばっていきたいです。
もう 1 つは体力づくりです。
柔道の技をみがいていきた
いです。がんばるぞ。

佐
さとう
藤  迪

みちや
哉さん

（国見小 6 年）
小
こばやかわ
早川  春

はるな
菜さん

（国見小 6 年）
佐
さとう
藤　凌

りょう
さん

（国見小 6 年）

阿
あ べ
部  申

しんたろう
太郎さん

（国見小 5 年）
阿
あ べ
部  雪

ゆきな
那さん

（国見小 5 年）
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※普通会計とは、水道事業会計など公営企業会計等を除く一般会計を主とする会計を
　いいます。
※人件費には、一般職員の給与の外、特別職（町長等、議会議員、非常勤の特別職）
　及び嘱託に支給される報酬等を含みます。

放送局：ふくしまＦＭ　81.8MHz
番組では、皆さんからの情報をお待ちしています。
◆問い合わせ　産業振興課　☎５８５－２９８６

町
職
員
の
給
与
等
の
状
況

町
職
員
の
給
与
等
の
状
況
をを

　
　
　
　
　

お
知
ら
せ
し
ま
す

　
　
　
　
　

お
知
ら
せ
し
ま
す

平
成
24
年
４
月
１
日
現
在
の
「
地
方
公
務
員
給
与
実
態
調
査
」
な
ど
を

基
に
し
た
町
職
員
の
給
与
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

１．人件費の状況（平成 23 年度普通会計決算）
住民基本台帳人口H24.3.31 歳出総額（A） 実質収支 人件費（B） 人件費率（B/A）

10,215 人 6,211,988千円 601,005 千円 929,112 千円 14.96％

２．職員給与費の状況（平成 23 年度普通会計決算）
職員数
（Ａ）

給与費 1人当りの
給与費（B/A）給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｂ）

89人 316,921 千円 54,886 千円 130,393 千円 502,200 千円 5,643 千円
※職員手当に退職手当は含みません。

３．職員の平均給料及び平均年齢

区　分 国見町 福島県
平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢

一般行政職 324,106 円 41.0 歳 345,235 円 43.4 歳
※一般行政職とは、資格職等を除く職員をいいます。
※国見町では、平成 20年 4月 1日から給料を級別に一定率の削減をしています。
　（2級の職員 0.6％減、3級の職員 1.3％減、4級の職員 2％減）

４．職員の初任給及び経験年数別給料月額の状況

区　分 初任給 経験年数
10年 20年

一般行政職 大学卒 181,800 円 264,500 円 369,600 円
高校卒 146,900 円 218,200 円 312,800 円

※経験年数とは、卒業後直ちに採用された場合は採用後の年数を、採用前に民間歴
　などがある場合は、その期間を換算し採用後の年数に加算した年数をいいます。

５．一般行政職の級別職員数
区　分 1級 2級 3級 4級 5級 6級 合計標準的な職務 主事 主事 主査 主任主査 課長・主幹 総務課長・参事

職員数（人） 4 8 25 21 8 4 70
構成比（％） 5.71 11.43 35.72 30.00 11.43 5.71 100.00

期末勤勉
手　　当

区分 6月期 12月期 合計
期末手当 1.225 月分 1.325 月分 2.55 月分
勤勉手当 0.675 月分 0.675 月分 1.35 月分

制度上の段階、職務の級による加算措置あり。
月数は平均 24年 12月 1日です。

退職手当

区分 勤続 20年 勤続 25年 勤続 35年 最高限度

自己都合 23.5 月分 33.5 月分 47.5 月分 59.28 月分

定年・勧奨 30.55 月分 41.34 月分 59.28 月分 59.28 月分

時間外
勤務手当

正規の時間を超えて勤務したときに支給される手当です。
平成 23年度総支給額（選挙手当を除く）39,018 千円
職員 1人当り 372 千円（年額）

6．職員手当の状況

7．特別職等の報酬など
給料（報酬）月額 期末手当

町　長 580,300 円（30％減）
さらに 2％減後 議　長 304,200 円

（10％減後）   6 月期　1.40 月分

副町長 563,100 円（15％減）
さらに 2％減後 副議長 236,220 円

（7％減後） 12月期   1.55 月分

教育長 529,000 円（15％減）
さらに 2％減後 議　員 216,600 円

（5％減後） 合計  　2.95 月分

8．部門別職員数の状況

※期末手当の月数は平成 24年 12月 1日現在です。

一般行政部門 特別行政 公営企業等
合計

部　門 議会 総務 企画
商工 税務 民生 衛生 農林 土木 合計 教育 水道・下水道

その他
平成 23年度 2 18 5 9 13 6 9 8 70 19 16 105
平成 24年度 2 20 4 9 13 6 8 6 68 18 15 101
増　減 0 2 △ 1 0 0 0 △ 1 △ 2 △ 2 △ 1 △ 1 △ 4

※増減の主な理由は、組織機構の見直しによるものです。
※条例上の定数は 121 人です。

特殊勤務
手　　当

危険・困難・不快・不健康な業務に従事する
職員に対して支給される手当です。
手当の種類　12種類　
　　　　　　代表的な手当　徴税事務職員
※平成20年4月1日から当分の間支給を停止しています。

扶養手当

配偶者 13,000 円、扶養親族それぞれ 6,500
円（ただし、配偶者のいない職員の扶養親族
のうち 1人は 11,000 円）、扶養親族のうち満
16歳の年度初めから満 22歳に達した年度末
までの子供につき月額 5,000 円を加算（月額）

住居手当 借家・間借　月額9,500円を超える家賃を払っている職員に対し、月額 100 ～ 27,000 円
通勤手当 2～ 4km未満 2,400 円、4～ 6km未満 3,700 円 

6 ～ 8km未満 4,900 円、8～ 10km未満 6,100 円
80km以上　47,700 円（いずれも月額）

高速道路～震災本復旧工事完了のお知らせ～
　ＮＥＸＣＯ東日本では、一昨年 9 月か
ら東日本大震災で被災した高速道路の本
復旧工事を行っておりましたが、昨年の
12 月 22 日に完了いたしました。工事期
間中は、長期にわたりまして、車線規制
や通行止めによる渋滞でご不便・ご迷惑
をお掛けしましたが、皆様のご理解とご
協力に厚くお礼申し上げます。
　ＮＥＸＣＯ東日本では、今後とも安全・
安心で快適に走行できる高速道路を目指
して努力してまいりますので、引き続き
ご理解とご協力をお願いいたします。
◆問い合わせ　NEXCO 東日本   東北支社
　☎ 022 － 711 － 6411

       みんなで聴こう！『ももたん FM』

　　　  毎週金曜日午前 10 時

　ふくしま FM（ラジオ）で放送しています。　

（地方公共団体定員管理調査に基づく人数で全職員数です）※教育長は含みません。
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　住民基本台帳の閲覧については、個人情報保護に対する意識が高まり、「住民基本台帳法
の一部を改正する法律」が平成 18 年 11 月 1 日から施行され、公用及び公益性が高いと認
められる場合に限定されています。
　また、この住民基本台帳法の一部改正により年に一度、住民基本台帳の閲覧状況を公表し
ています。

（住民基本台帳法第 11 条第 3 項、同法第 11 条の２第 12 項、住民基本台帳法の一部の写し
の閲覧及び住民票の写し等の交付に関する省令第 3 条）   
　平成 23 年 11 月 1 日から平成 24 年 11 月 30 日までの閲覧状況は下記のとおりです。

◆住民基本台帳の一部写しを閲覧することができる場合は、次のとおりです。
（１）国や地方公共団体の機関が法令で定める事務を行う場合
（２）統計調査・世論調査、学術研究など調査研究で公益性の高いと認められるもの
（３）公共的な団体が行う地域住民の福祉の向上となる活動で公益性が高いと認められるもの
（４）訴訟の提起などに使用する場合
　　※　営利目的の場合は、閲覧できません。

閲覧年月日 閲覧した団体などの名称（敬称略） 請求理由 閲覧した範囲

平成 23 年 11 月 8 日 自衛隊福島地方協力本部長 自衛官の募集に伴う広報の適齢者抽出 全地区

平成 23 年 12 月 27 日 日本放送協会営業局長 テレビ放送に関するアンケート調査対象
者抽出 大字藤田地区

平成 24 年 2 月 14 日 自衛隊福島地方協力本部長 自衛官の募集に伴う広報の適齢者抽出 全地区

平成 24 年 7 月 19 日 福島県直轄理事 平成 24 年度県政世論調査対象者抽出 大字藤田地区

平成 24 年 7 月 25 日 東京大学医学部付属病院緩和
ケア診察部部長

一般市民を対象とした放射能および発が
んの危険度に関する認識調査対象者抽出 大字藤田地区

平成 24 年 11 月 14 日 自衛隊福島地方協力本部長 自衛官の募集に伴う広報の適齢者抽出 全地区

◆住民基本台帳の閲覧状況　　　　　　（期間：平成23年11月1日～平成24年11月30日）

住民基本台帳の閲覧状況住民基本台帳の閲覧状況をお知らせします
三十一文字に思いをこめて ‥
桜にちなんだ短歌をお寄せください
復興への祈りなども「桜のうた」に託してお寄
せください

■募集期間
　平成 25 年 1 月 4 日（金）から２月２８日（木）まで
■応募点数
　一般の部１人２首、学生の部１人１首
■応募方法　
①はがきでの応募（官製はがき可）
　〒 969 － 1792
　義経ゆかりの国見町「第９回国見町桜のうた」係
②インターネット（ホームページ）での応募
　国見町公式ホームページ
　http://www.town.kunimi.fukushima.jp/
③応募用紙での応募
　国見町観月台文化センターまたは国見郵便局の応募
　箱に投函
※はがき及び応募用紙による応募の場合は『１枚につ
き１首』ご投稿ください。
※応募区分（一般の部・学生の部）を明記してください。
■その他
・厳正な審査のうえ、入選作品を決定いたします。
・入選者には平成２５年３月下旬頃に通知いたします。
　選外の場合の通知はいたしません。
・入選作品歌集を希望する方には有償にて頒布します。
◆問い合わせ
　国見町桜のうた実行委員会事務局（国見町企画情報課内）
　☎ 585 － 2927　　FAX585 － 2181
　E-mail　  kikaku@town.kunimi.fukushima.jp

第 9 回国見町桜のうた国見町桜のうた短歌募集

町をＰＲするコマーシャル町をＰＲするコマーシャルを制作

　ＫＦＢ福島放送主催の「ふくしまの元気！応援
ＣＭ大賞」に国見町では、町商工会青年部員が制
作した町をＰＲする作品「ピーチピチ国見パート
Ⅳ」を応募しました。
　審査の結果、入選は逃しましたが、作品は福島
放送で年 15 回放送されるほか、町のホームページ
でも見ることができます。

審査会に参加した町商工会青年部員のみなさん

国見町農業政策に関する国見町農業政策に関する建議建議

　平成 24 年 12 月 27 日、国見町農業委員会（朽木
勝之会長）は、国見町長あての「平成 25 年度農業
政策に関する建議」を提出しました。
　この建議は、農業を取り巻く環境が厳しい状況
にある中で、国見町の農業者が将来にわたって夢
と希望を持てるようなものとなるよう町の配慮を
求める内容です。

～建議の内容～～建議の内容～
◆原子力災害対策について　
◆農業後継者、担い手支援について　
◆農村の振興と活性化について　
◆鳥獣被害防止対策について　
◆遊休農地解消対策について　
◆ＴＰＰ（環太平洋経済連携協定）交渉への対応
　について
◆農業委員会体制並びに機能強化について　

第 17回国見町義経まつり義経まつり決算
　今年の国見町義経まつりは、昨年に引き続きステー
ジイベントを中心に参加者の皆さん一人一人が主役と
なりまつりを盛り上げ、あいにくの雨の一日となりま
したが、会場は多くの人で賑わいました。この度、事
業の決算がまとまりましたのでお知らせします。
　なお、前年度からの繰越金 411，427 円は、今回の
義経まつりで精算を行い、収支差引残金1,260,344円は、
国見町まちづくり推進協議会に返還します。

項　目 決算額
まちづくり推進協議会助成金 4,030,000 円　
ふくしま応援復興交付金 　100,000 円　
繰越金 411,427 円　
雑入（露店売上等） 　　　　24,938 円

合　　計 4,566,365 円　

項　目 決算額
総務費（チラシ、ポスター等） 812,227 円　
ステージ設営費 1,736,927 円　
イベント費 756,867 円　

合　　計 3,306,021 円　

収入　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

支出　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
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地　区 日　時 場　所

大　枝 　1 月１８日（金）
　　午後 1 時 30 分～ 　国見東部高齢者等活性化センター

小　坂 　1 月１８日（金）
　　午後 7 時 00 分～ 　小坂農村総合管理センター

森江野 　1 月１9 日（土）
　　午後 1 時 30 分～ 　森江野町民センター

藤　田 　1 月 20 日（日）
　　午後 1 時 30 分～ 　観月台文化センター　第一和室

大木戸 　1 月 26 日（土）
　　午後 6 時 30 分～ 　大木戸ふれあいセンター

●懇談会の開催日時・場所●

※お住まいの地区以外にも参加することもできます。

わ
た
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１（1歩前へ）・９２３（くにみ）
きゃんどるパーティー

　有志でつくる「923（くにみ）明るくし隊」（石塚勝
美隊長）は 12 月 23 日、観月台公園をペットボトルキャ
ンドルで彩る「1（1 歩前へ）・923（くにみ）きゃんど
るパーティー」を行いました。
　町の活性化や震災からの一日も早い復興を願い実施した
もので、ペットボトルの中に水を入れキャンドルを浮かべ
て公園内の沼の周りに灯しました。
　町章を浮かばせたキャンドルや沼に映しだされたキャ
ンドルの灯りなど 1923 本のキャンドルの幻想的な光が来
場者を魅了していました。　

あんぽ柿復活の願いを込めて
パーシモンキャンドルパーティー

　有志でつくる「923（くに
み）明るくし隊」（石塚勝美
隊長）は 11 月 29 日、処分
予定のあんぽ用の柿を活用した「パーシモンキャンド
ルパーティ－」を JR 藤田駅前で行いました。
　原発事故に伴う放射線の影響で 2 年連続で生産自粛
となった「あんぽ柿」の悔しさをはらし、出荷再開へ
の祈りを込め約 360 個のキャンドルに火を灯しました。
　駅前の階段やロータリーなどに配置した柿の実をく
り抜きローソクを入れたキャンドルの幻想的な光に駅
の利用者は足を止めて見入っていました。

まちのわだいまちのわだい
県国際農友会派遣で米国訪問

黒田壌
みのる

さんが派遣決定報告

　県国際農友会の海外派遣事業で 1 月 20 日から 30 日
まで米国を視察訪問する黒田壌さん（泉田下）は 12 月
3 日、県国際農友会伊達支部長の阿部博さんと町役場仮
庁舎を訪れ、太田久雄町長に派遣決定を報告しました。
　黒田さんは父母らとともにモモ 45 ａ、リンゴ 80 ａ、
サクランボ 2 ａ、水稲 100ha を栽培しており、伊達地
方の農業後継者クラブ「ダテック」にも参加しています。
　黒田さんは「TPP 問題をアメリカの農家はどう考え
ているのかを調べ、今後の農業に役立てたい」と抱負
を語ってくださいました。　

満１００歳をみんなで祝う
村上シモさん（第8）

　満 100 歳を迎えた村上シモさん（第 8）への県知事
賀寿記念品贈呈と町敬老祝金贈呈が 12 月 10 日、村上
さんの自宅で行われました。
　平信二県北保健福祉事務所副所長が知事賀寿と記念
品を手渡し、太田久雄町長が祝金、八島博正町議会議長、
孫の徳一さんらが花束を贈りました。
　村上さんは、近所の親類がお茶を飲みに来るのを楽
しみにしているとのことで、長寿の秘訣を「好き嫌い
なく 1 日 3 食必ず食べて、よく寝ること」と元気に話
して下さいました。

１．小規模工事等の種類及び具体例は、次のとおりです。

　町が発注する小規模な建設工事及び建設工事に係る修繕について、町内業者の受注機会の拡大
を図るため、2 月 1日から 2月 28 日まで次により登録の受付を行います。

が発注す 小規模な建 事 び建 事 係 修繕 内業者 受注機会 拡大

国見町小規模工事等契約希望者登録の登録について国見町小規模工事等契約希望者登録の登録について

２．対象となる契約は、その内容が軽易かつ履行の確保が容易なもので、当該契約金額が 130 万
　円未満のものとなります。

№ 工事等の種類 工事等の例示
１ 土木一式工事 道路（側溝等）・下水（マンホール等）・水路（護岸等）の修繕工事
２ 建築一式工事 建物の修繕工事で工事の種類が複数に及ぶもの
３ 大工工事 大工工事、型枠工事、造作工事等
４ 左官工事 左官工事、モルタル工事、吹付工事等
５ とび・土工・コンクリート工事 とび工事、足場等仮設工事、工作物解体工事、土工事、コンクリート工事、ネットフェンス工事等
６ 石工事 石積工事等
７ 屋根工事 屋根ふき工事等
８ 電気工事 送配電設備工事、構内電気設備工事、照明設備工事等
９ 管工事 空調設備工事、給排水・給湯設備工事、厨房設備工事、衛生設備工事、浄化槽工事、ガス管配管工事、ダクト工事等
１０ タイル・れんが・ブロック工事 コンクリートブロック積工事、れんが積工事、タイル張り工事等
１１ 鋼構造物工事 鉄骨工事、石油・ガス等の貯蔵用タンク設置工事等
１２ 鉄筋工事 鉄筋加工組立工事等
１３ ほ装工事 アスファルトほ装工事、砂・砂利ほ装工事等
１４ しゅんせつ工事 しゅんせつ工事
１５ 板金工事 板金加工取付工事等
１６ ガラス工事 ガラス加工取付工事
１７ 塗装工事 塗装工事等
１８ 防水工事 アスファルト防水工事、モルタル防水工事、シーリング工事、シート防水工事等
１９ 内装仕上工事 天井仕上工事、壁張工事、内装間仕切工事、床仕上工事、たたみ工事、ふすま工事、カーテン・ブラインド工事等
２０ 機械器具設置工事 各施設機械器具設備工事等
２１ 熱絶縁工事 熱絶縁工事
２２ 電気通信工事 電気通信線路設備工事、電気通信機械設置工事、放送機械設置工事等
２３ 造園工事 植栽工事、公園設備工事、園路工事等
２４ さく井工事 さく井工事等
２５ 建具工事 サッシ工事、シャッター工事、金属製・木製建具工事等
２６ 消防施設工事 火災報知設備工事等
２７ 清掃施設工事 ごみ処理施設工事等
２８ その他の工事 上記にあてはまらない工事

３．登録の条件は、国見町に主たる営業所又は住所を有し、建設業等を営んでいる方（建設業の
　許可の有無、経営組織及び従業員数は問いません。）となります。ただし、次の各号のいずれか
　に該当する方は登録できません。

（1）成年被後見人及び被保佐人並びに破産者で復権を得ていない方
（2）国見町工事等の請負契約に係る指名競争入札参加者の資格審査及び指名等に関する要綱に基
　づく指名競争入札参加有資格者の方

（3）希望する業種を履行するために必要な資格、免許等を有しない方
（4）町県民税（特別徴収分を含む。）、固定資産税、軽自動車税、国民健康保険税、法人町民税及
　び各税の延滞金（以下「町税等」という。）を滞納している方

４．登録申請の方法については、町ホームページ若しくは町総務課財政係にある小規模工事等契
　約希望者登録申請書（様式第１号）に次に掲げる書類を添付し、提出することとなります。なお、
　希望する業種は、３種類以内となります。

（1）申請日から２週間以内に交付された町税等の完納証明書（様式第２号）
（2）希望する業種を履行するために必要な資格、免許等を証明する書類の写し
（3）前２号に掲げるもののほか、町長が必要と認める書類

５．申請書を審査のうえ問題がない場合は、登録名簿に登載となりますが、登録名簿への登載時
　期については４月１日、登録の有効期間は２年間となります。なお、受付期間以外でも随時登
　録が可能ですので総務課財政係へお問い合わせをお願いします。
　担当窓口　総務課財政係　５８５－２１１４（直通）

た「パーシモンキャンド

太田町長に派遣決定の報告をする黒田さん（中央）太田町長に派遣決定の報告をする黒田さん（中央）
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まちのわだいまちのわだい

日本スポ少創設 50周年記念功労者表彰
八島義

よしあき

昭さん（山崎耕谷）

　日本スポーツ少年団は 10 月 12 日、創設 50 周年記
念事業功労者表彰を行い、国見町から国見ソフトボー
ルスポーツ少年団監督の八島義昭さんが受賞しました。
　八島さんは、旧藤田ソフトボールスポーツ少年団監督
として 27 年間にわたり団員の指導にあたられ、また、今
年度統合され新たに発足した国見ソフトボールスポーツ
少年団におきましても引き続き監督を務め、団員の育成
にあたられており、その実績が認められ受賞されました。
　八島さんは「今回の受賞を大変光栄に思っています。
長い間スポ少の指導に携わってこれたのもスポ少関係
者、団員、家族の協力の賜物と感謝しております」と喜
びを語ってくださいました。

県スポーツ少年団優良団体表彰受賞
国見町柔道スポーツ少年団

　（財）福島県体育協会は 12 月 4 日、県スポ少優良団
体表彰を行い、国見町からは国見町柔道スポーツ少年
団（佐藤辰雄団長）が受賞しました。
　国見町柔道スポ少は、柔道や野外活動などを通じ、
児童・生徒の健全育成及び体力・競技力向上に努め、
また、福島・宮城・山形の 3 県に跨る交流大会を 30 年
以上にわたり開催し、スポーツ少年団の交流を図って
まいりました。これら長年にわたる活動の功績が認め
られ受賞されました。

　福島県青少年育成県民会議（佐藤雄平会長）は 11 月
21 日、平成 24 年度福島県青少年育成県民会議会長表
彰を行い、国見町からは 2 名 1 団体が受賞しました。
　青少年指導者表彰では、27 年間にわたり団員を指導
している国見ソフトボールスポーツ少年団監督の八島
義昭さん（山崎耕谷：写真右）、青少年育成団体表彰では、
今年結成 30 周年を迎えた内谷春日神社太々神楽保存会

（佐藤清二会長：写真左）、平成 24 年度「家庭の日」コ
ンクール（福島県青少年育成県民会議主催）絵画の部
では、最優秀賞に武澤実夢さん（国見小 1 年：写真中央）

「アサガオくんより大きくなるぞ」が受賞しました。

伊達地方公民館連絡協議会表彰受賞
中村洋

ようへい

平さん（山崎小舘）

　伊達地方公民館連絡協議会（佐藤隆幸会長）は 12 月
21 日、多年にわたり公民館並びに社会教育施設の非常
勤職員として勤務した優良職員の表彰を行い、国見町
からは中村洋平さん（山崎小舘）が受賞しました。
　中村さんは、社会教育指導員として平成 15 年 4 月か
ら平成 24 年 3 月までの 9 年間務められ、社会教育の
振興と地域社会発展のため多大なる貢献をされ、その
功績が認められ受賞されました。
　中村さんは「国見町社会教育指導員として学童保育や成
人学級、阿津賀志学級等で大変お世話になりました。教員
時代に国見町内には勤務しなかったので、この 9 年間に町
内の皆様とお会いすることが出来、楽しく勤務させていた
だきました。今回伊達地区地公連から表彰されましたこと
心から御礼申し上げます」と喜びを語ってくださいました。

10 回目の義援金を町に寄付
俳優の沢木　順

じゅん

さん

　国見町で毎年コンサートを開いている俳優の沢木順
さんは11日、町に震災後10回目の義援金を贈りました。
　沢木さんは、7 年前から国見町で公演を行っており、
震災後は全国で公演する際、会場に募金箱を置き、国
見町への応援を呼び掛けています。
　今回も国見公演の実行委員会代表を務める阿部裕子
さんが役場仮庁舎を訪れ、9 月に兵庫県で開いたミュー
ジカルの際の募金 18,556 円を太田久雄町長に義援金と
して手渡しました。太田町長は「ありがとうございます。
被災者のために役立てます」とお礼を述べました。

全日本女子ユースサッカー大会出場
佐藤成

なるみ

美さんに激励金

　1 月 3 日～ 7 日に大阪府で開かれた第 16 回全日本
女子ユースサッカー選手権大会に佐藤成美さん（小坂）
が出場しました。
　佐藤さんは、「ＦＣ　ＢＬＯＯＭ」に所属しており、
東北地域大会で見事に優勝し、東北代表として全国大
会に出場しました。
　出場にあたり、町は 12 月 18 日、太田久雄町長から
激励金を贈りました。佐藤さんは「チームのみなさん
を支えられるように頑張ってきます」と抱負を語り、
大会での活躍を誓いました。

感謝の気持ちを込めて清掃
ミニバスケットボールスポーツ少年団

　国見小学校緑の少年団は 12 月 13 日、プランター花
壇を町へ寄贈しました。丹精込めて育てた花々は、団
員の思いが綴られたプランターに植えられ、佐藤淳哉
団長らから武田正裕生涯学習課長へ手渡されました。
　国見小学校緑の少年団は、自然に親しみ、相互に協力
して自然愛護活動を行い、団体生活を通じて、自然に対
する愛護心の啓蒙普及を行うために結団されました。
　原発事故による放射性物質の拡散で、町内の森林内
での、自然愛護活動が制限されているため、プランター
で花々を育てる活動を行いました。
　贈られたプランターは、観月台文化センターの正面
玄関に飾られ、訪れた人々の心を和ませています。

　ミニバスケットボールスポーツ少年団（冨永一宜団
長）は 12 月 23 日、活動場所である上野台運動公園体
育館の清掃活動を行いました。
　団員の皆さんは、日頃お世話になっているトイレや
更衣室の清掃、窓ガラス拭きなどの後、体育館の床を
みんなで並んで雑巾がけをしました。　
　キャプテンの浅野陸君（国見小 5 年）は「来年もこ
の体育館でお世話になるので、新たな気持ちで練習に
取り組めるように感謝の気持ちを込めて清掃しました」
と話してくださいました。　

プランター花壇を町に寄贈
国見小緑の少年団

県青少年育成県民会議会長表彰受賞
佐藤清

せいじ

二さん、武澤実
み ゆ

夢さん、八島義
よしあき

昭さん  
（内谷太々神楽保存会）　　　　　　　　　　　　
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　イキイキ子育てクラブでは 12 月 12 日、
クリスマスリース作りを行いました。参加し
た子どもたちは、お母さんと一緒に自分だけ
のオリジナルのリースを作り楽しみました。

クリスマスリース作りクリスマスリース作り
イキイキ子育てクラブイキイキ子育てクラブ

　藤田保育所では12月4日、
恒例のもちつきをしました。
子どもたちは、おいしいお
もちになるよう願いを込め
て力いっぱい杵でペッタン、
ペッタンとついていました。

力いっぱいペッタン！力いっぱいペッタン！
藤田保育所でもちつき藤田保育所でもちつき

森江野幼稚園森江野幼稚園

藤田保育所藤田保育所

森江野・小坂季節保育所森江野・小坂季節保育所

大枝・大木戸季節保育所大枝・大木戸季節保育所

国見子どもクラブ国見子どもクラブ

劇やダンスを発表！劇やダンスを発表！
お楽しみ会＆クリスマス会お楽しみ会＆クリスマス会

藤田幼稚園藤田幼稚園

　クリスマスを前に町内の幼稚園や保育所などでは、お楽しみ会やクリスマス
会が開かれ、子どもたちは多くの保護者が見守る中、劇やダンスを披露しました。
　がんばった子どもたちには、サンタさんからプレゼントが手渡され、みんな
大喜びで受け取りました。
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リフレッシュママ教室リフレッシュママ教室
保健福祉課　保健係　☎ 585--2783

E-mail:hoken@town.kunimi.fukushima.jp　

　町では食生活改善推進員の皆さんと栄養士が出向いて、
各保育所の子ども達を対象に食育教室を開催しています。
12 月は藤田保育所で実施いたしました。

【12/3　藤田保育所　ぞう組】
《テーマ》からだの中に入った食べもの
　　　　   はどうなるの？

【12/6　藤田保育所　きりん組】
《テーマ》からだの中に入った食べもの　
　　　   はどうなるの？

食育食育
だより ＊＊＊　乳　児　健　診　＊＊＊

該　当　児 実　施　日 受　付　時　間 会　　　場
・3 か月児（平成 24 年 11 月生まれ）
・9 か月児（平成 24 年   5 月生まれ） 3 月 21 日（木） 　午後 1 時 15 分～

　　　　　　午後 1 時 45 分
観月台文化センター

第 1 和室

【健診内容】　医師の指導、身長・体重測定、調乳、離乳、予防接種などについて
　　　　　　9 か月児は、歯科衛生士による歯に関するお話も予定しています。

《持参するもの》　母子健康手帳を忘れずに！

●　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　●

＊＊＊   1 歳 6 カ月児健診   ＊＊＊
該　当　児 実　施　日 受　付　時　間 会　　　場

平成 23 年 7 月 1 日～
平成 23 年 9 月 30 日生まれの幼児 3 月 7 日（木） 　午後 1 時 30 分～

　　　　　　午後 2 時
小坂農村総合管理

センター

【健診内容】　内科と歯科の医師の診察、歯科衛生士による歯みがき指導、生活保健指導、身長・体重測定を行います。
　　　　　　心理判定員による相談・指導…子育てに関する不安や悩み等、お気軽にご相談ください。
　　　　　　栄養指導（おやつの試食）もあります。

《持参するもの》　母子健康手帳と 1 歳 6 カ月児健康診査票（必要事項を記入してください）を忘れずに ! 

●　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　●

＊＊＊　ニコニコ相談会　＊＊＊
対　象　者 実　施　日 受　付　時　間 会　　　場

国見町在住の妊婦
国見町在住の乳幼児及びその保護者 3 月 6 日（水） 　午前 10 時～

　　　　　午前 11 時 30 分
観月台文化センター

第１和室
【実施内容】　身体計測、栄養相談、子育て相談等について保健師、栄養士がお待ちしております。
《持参するもの》　母子健康手帳、お子さんの飲み物（水筒にいれて）を忘れずに！

※会場に注意してください

　小さいお子さんを子育て中のお母さんは、日々の育児や家事におわれて忙しく過ごしてい
ると思います。そんなお母さんたちが、心のリフレッシュをして自信をもって子育てができ
るようになることを目的にリフレッシュママ教室を開催します。
　「ちょっと疲れたな…」とか、「これでいいのかな？」と思っているお母さん、教室で気持
ちを新たにお子さんと向き合いませんか？

日　程 ： 平成 25年 2月 8日（金） ・15日（金）
　　　　受付　9時 10分～ 9時 20分　※教室は 9時 30分～ 12時　
場　所 ： 小坂総合農村管理センター　※以前の小坂季節保育所の建物です
講　師 ： 自治医科大学　公衆衛生部門名誉教授　高村寿子　先生
対　象 ： 就学前のお子さんをもつお母さんで、2 日間とも参加できる方2日間とも参加できる方
※当日は保育士による託児も行います。託児希望者は申込の際に申し出てください。
費　用 ： 無　料
申込先 ： 保健福祉課　保健係　電話 585－ 2783 　※ 2月 6日締め切り
内　容 ： 音楽に合わせて体を動かしたり、お互いをほめ合い自分の良さを再確認する
　　　　（ほめほめシャワー）など
その他 ： 託児希望者でミルクやオムツ交換が必要な方は名前を書いて持参してください。

食生活改善推進員食生活改善推進員募集 ! !募集 ! !
　食生活改善推進員は、食や栄養について一緒に学習したり、地域の皆さんにもお伝えす
る等「私達の健康は私達の手で」をスローガンに食生活を通して健康づくりをすすめる活
動をしているボランティアです。

森江野季節保育所での様子

～食生活改善推進員の主な活動～

●各保育所での食育指導

●１歳６か月児健診時でのおやつ作り

●生活習慣病予防料理教室の開催　など

　現在１１名が活躍中です。食生活や健康づくり
に興味のある方を随時募集しています。
（お問合せ・お申し込みは保健福祉課　保健係まで）

☎ 585 － 2783
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手
続
き
や
年
金
受
給
額
、

そ
の
他
農
業
者
年
金
の
こ
と
で

わ
か
ら
な
い
こ
と
、
困
っ
て
い

る
こ
と
等
、
農
業
者
年
金
相
談

員
に
よ
る
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

▼
日
時　

平
成
25
年
１
月
17
日

（
木
）
午
後
１
時
30
分

▼
場
所　
Ｊ
Ａ
伊
達
み
ら
い
農
業

協
同
組
合
本
店
３
階
「
大
会
議
室
」

伊
達
市
保
原
町
字
７
丁
目
33
―
３

▼
相
談
会
の
内
容　

農
業
者
年

金
を
受
給
す
る
た
め
の
手
続
や

年
金
の
受
給
方
法
に
つ
い
て「
全

体
説
明
」
の
後
「
個
人
面
談
」。

◆
問
い
合
わ
せ

福
島
県
農
業
会
議

☎
５
２
４
―
１
２
０
１

公
立
藤
田
総
合
病
院

第
27
回
元
気
セ
ミ
ナ
ー

　

公
立
藤
田
総
合
病
院
で
は
、

地
域
住
民
の
皆
様
に
向
け
て

『
元
気
セ
ミ
ナ
ー
』
を
開
催
し

ま
す
。
申
込
不
要
・
無
料
の
セ

ミ
ナ
ー
で
す
の
で
、
お
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

１
月
19
日
（
木
）　

午
後
４
時
〜

▼
場
所　

公
立
藤
田
総
合
病
院

総
合
受
付
前
ホ
ー
ル
・
シ
ャ
ン
グ
リ
ラ

▼
演
題　

健
康
長
寿
に
は
、
毎

日
を「
ご
き
げ
ん
」に
過
ご
そ
う
！

▼
講
師　

院
長　

堀
川 

哲
男 

氏

◆
問
い
合
わ
せ

公
立
藤
田
総
合
病
院
地
域
医
療
連
携
室

☎
５
８
５
―
２
１
２
１

くらしのくらしの
情　報情　報

農業委員会　総会の日程
　
　町農業委員会の総会では、農地の貸借や売買、転用、
農業行政への建議等を審議します。
　総会は公開です。傍聴を希望される方は、開会時間ま
でにおいでください。　
　　・日時     1 月 21 日（月）　午後 1 時 30 分
　　・日時     2 月 19 日（火）　午後 1 時 30 分
　　・場所　観月台文化センター　大研修室
　　◆問い合わせ　農業委員会事務局　☎ 585-2890  

今月の今月の

固定資産税（第４期）
国民健康保険税（第７期）
後期高齢者医療保険料（第６期）
介護保険料（第７期）
納期限は…

1 月 31 日（木）です。

納　税納　税

募　
　

集

募　
　

集

おお  

知知  

らら  

せせ

戸 籍 の 窓 口
11 月 21 日～ 12 月 20 日受付分

● 結 婚 お め で と う ●
　鴨田　清敏さん
　菅野　由未さん

　佐賀　裕人さん　
　鈴木　教子さん　 　

　大津　知則さん　
　大槻　和子さん

●誕 生 お め で と う ●
　
　古溝　　蓮

れん
ちゃん（源宗山北）

　　　正彦さん　裕美さん

　阿部　麗
れおん

音ちゃん（貝田）
　　　智一さん　まりもさん

　髙橋　由
ゆ う
宇ちゃん（源宗山西）

　　　信樹さん　千里さん

　橋本　幸
こうき

希ちゃん（藤田宮前）
　　　幸一さん　沙希さん

　比金　優
ゆづき

月ちゃん（板橋南）
　　　竜也さん　和美さん

●おくやみ申し上げます●

　佐藤　シケさん　92（第 2）

　秦　長藏さん　　93（宮町北）

　長谷川キンさん　88（高城）

　実沢　こうさん　77（第 8）

　大波　ツヤさん　92（第 9）

　菊地　ウメさん　79（石母田西）

　横山　益也さん　85（鳥取）

　菊地あさ子さん　90（大町南）　　

（藤田光陽）

（大町北）

医
療
従
事
者
の
皆
さ
ん
は

届
け
出
を
忘
れ
ず
に
！

　

医
師
や
薬
剤
師
、
看
護
師
、

歯
科
衛
生
士
な
ど
の
皆
さ
ん
に

は
、
医
師
法
等
関
係
法
律
に
よ

り
、
２
年
に
１
度
、
住
所
や
従

事
先
等
を
記
載
し
た
届
出
票
等

の
提
出
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
平
成
24
年
は
届
出
の

年
に
あ
た
り
ま
す
の
で
、
該
当

す
る
方
は
平
成
24
年
１
２
月
31

日
現
在
の
状
況
を
保
健
所
ま
で

届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

▼
届
出
対
象
者

①
日
本
に
居
住
し
、
日
本
の
医

籍
・
歯
科
医
籍
・
薬
剤
師
名
簿

に
登
録
さ
れ
て
い
る
全
て
の
医

師
・ 

歯
科
医
師
・
薬
剤
師
（
従

事
し
て
い
な
い
方
も
含
み
ま

す
）

【
届
出
先
】
住
所
地
ま
た
は
就

業
地
を
管
轄
す
る
保
健
所

（
２
）
県
内
で
就
業
し
て
い
る

保
健
師
・
助
産
師
・
看
護
師
・

准
看
護
師
・
歯
科
衛
生
士
・
歯

科
技
工
士

【
届
出
先
】
就
業
地
を
管
轄
す

る
保
健
所

※
各
届
出
と
も
、
保
健
所
へ
直

接
届
け
出
る
ほ
か
、
勤
務
先
医

療
機
関
を
経
由
し
て
提
出
す
る

こ
と
も 

で
き
ま
す
。

◆
保
健
所
へ
の
届
出
期
限   

平

成
25
年
１
月
15
日
（
火
）

◆
問
い
合
わ
せ

県
北
保
健
福
祉
事
務
所

☎
５
３
４
―
４
１
０
４

県
庁
保
健
福
祉
総
務
課

☎
５
２
１
―
７
２
１
７

「
県
民
健
康
管
理
調
査
・

基
本
調
査
問
診
票
」
出
前

書
き
方
説
明
会
・
相
談
会

　

県
と
県
立
医
科
大
学
で
は
、

「
県
民
健
康
管
理
調
査　

基
本

調
査
問
診
票
」
に
関
す
る
出
前

書
き
方
説
明
会
・
相
談
会
を
皆

様
の
ご
要
望
に
応
じ
て
開
催
し

ま
す
。

▼
日
時　

午
前
９
時
か
ら
午
後

４
時
（
土
・
日
・
祝
祭
日
を
除

く
）。
１
回
当
た
り
10
名
〜
15

名
ま
で
の
相
談
が
可
能
で
す
。

◆
問
い
合
わ
せ　

県
立
医
科
大

学　

県
民
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

☎
５
４
７
―
１
７
８
６

Ｈ
Ｐ
『
あ
な
た
の
健
康
、
見
守

り
ま
す
』
で
検
索

　
　　平成 24 年 11 月 30 日現在
　　　人口　　10,083 人（△ 23）
　　　男　　　  4,854 人（△ 11）
　　　女　　  　5,229 人（△ 12 ）
　　　世帯　  　3,334 世帯（△ 3）
    ※ 広報くにみでは住民基本台帳人口を
         掲載しています。

人口と世帯

被
災
者
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

『
ふ
く
こ
こ
ラ
イ
ン
』
設
置

　

ふ
く
し
ま
心
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

で
は
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者

お
よ
び
支
援
者
で
、
震
災
に
よ
っ

て
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
問
題
を
生

じ
て
い
る
人
を
対
象
に
、
ご
相
談

を
お
受
け
い
た
し
ま
す
。
住
居
地

は
県
内
外
を
問
い
ま
せ
ん
。

▼
開
設
日
時　

平
日　

９
時
〜

12
時
、
13
時
〜
17
時

◆
問
い
合
わ
せ

被
災
者
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
『
ふ
く

こ
こ
ラ
イ
ン
』

☎
５
３
１
―
６
５
２
２

（第 4）

　掲載を希望されない方は、届出の
際にお申し出ください。

【心配ごと相談】
 ・開催日及び相談員
  14 日（水）八巻　忠一さん
   　               後藤　信雄さん　
  28 日（木）蓬田ゆみ子さん
   　　　　　 秦　カツ子さん
 ・場所　観月台文化センター
 　　　　第 2和室
 ・時間　午前 9時～正午

【障がい者相談】
 ２

月
の
相
談
会

 ・開催日　19日（火）

 ・場所　観月台文化センター

 　　　   保健指導室

 ・時間　午前 10時～午後 4時

 ・相談事業受託者

    　ＮＰＯ法人 「ひびきの会」
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行事のお知らせ行事のお知らせ
≪ 1 月≫
13 日 ( 日 ) 国見町成人式
15 日 ( 火 ) 子ども移動図書館（国見小 3 年生）
17 日 ( 木 ) 子ども移動図書館（国見小 2 年生）
18 日 ( 金 ) 成人学級「一年の反省」
19 日 ( 土 ) 国見っ子わんぱく広場
20 日 ( 日 ) 家庭の日
22 日 ( 火 ) 子ども移動図書館（国見小 1 年生）
23 日 ( 水 ) くにみ女性教室「健康料理」
24 日 ( 木 ) 子ども移動図書館（国見小 3 年生）
26 日 ( 土 ) 少年仲間づくり教室「クッキング教室」
　　　　　子ども和楽器体験教室⑧
27 日 ( 日 ) 元気っこスキー教室（あだたら高原スキー場）
29 日 ( 木 ) 子ども移動図書館（国見小 2 年生）
31 日 ( 木 ) 子ども移動図書館（国見小 1 年生）
　　　　　ブックスタート
≪ 2 月≫
  2 日 ( 土 ) ふるさと歴史教室①
　　　　　子ども和楽器体験教室⑨
  3 日 ( 日 ) 第 21 回町長杯新春囲碁将棋大会
  4 日 ( 月 ) 休館日
  9 日 ( 木 ) ふるさと歴史教室②
　　　　　子ども和楽器体験教室⑩

　

国
史
跡「
阿
津
賀
志
山
防
塁
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
文
化
財
講
演

会
を
12
月
８
日
に
観
月
台
文
化

セ
ン
タ
ー
で
行
い
、
入
間
田
宣

夫
氏(

東
北
大
学
名
誉
教
授)

が
「
阿
津
賀
志
山
合
戦
の
真
相

に
迫
る
」
と
題
し
て
講
演
し
ま

し
た
。

　

歴
史
書
『
吾
妻
鏡
』
に
記
さ

れ
た
阿
津
賀
志
山
合
戦
に
つ
い

　

国
登
録
文
化
財
「
奥
山
家
住

宅
」
文
化
財
公
開
デ
ー
を
、
12

月
８
日
に
町
文
化
財
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
奥
山
合
名
会
社
の
協

力
を
得
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

奥
山
家
住
宅
は
、
大
正
時
代

に
建
て
ら
れ
た
商
家
の
屋
敷
で

す
。
震
災
に
よ
り
被
災
し
た
主

屋
・
洋
館
の
修
繕
工
事
が
10
月

末
に
完
了
し
、
震
災
後
初
め
て

の
公
開
と
な
り
ま
し
た
。

　

見
学
者
は
、
洋
館
と
主
屋
の

漆
喰
の
壁
や
彫
刻
・
調
度
品
の

数
々
に
感
心
し
、
当
時
の
職
人

技
術
や
大
正
期
の
優
雅
な
生
活

大
正
建
築
の
美
に
触
れ
た

「
奥
山
家
住
宅
」

　

   

文
化
財
公
開
デ
ー

て
現
代
語
訳
を
読
み
な
が
ら
、

そ
こ
か
ら
見
え
て
く
る
合
戦
像

と
こ
れ
ま
で
の
発
掘
調
査
成
果

の
接
点
に
つ
い
て
の
重
要
性
を

分
か
り
や
す
く
解
説
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
近
年
明
ら
か
に
な
り

つ
つ
あ
る
防
塁
の
堀
と
土
塁
の

本
数
や
造
ら
れ
方
な
ど
、
防
塁

の
地
区
ご
と
の
特
徴
に
つ
い

て
、
そ
の
違
い
が
何
を
意
味
す

る
の
か
解
明
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
、
今
後
の
調
査
に
期
待

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
奥
州
藤
原

氏
滅
亡
の
中
で
阿
津
賀
志
山
合

戦
の
意
味
に
つ
い
て
の
質
問
が

出
さ
れ
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
し

た
。

　

成
人
学
級
の
全
体
学
習
「
年

忘
れ
落
語
を
聞
く
会
」
は
、
12

月
21
日
に
観
月
台
文
化
セ
ン

タ
ー
で
行
い
ま
し
た
。

  

今
回
は
、「
ふ
く
し
ま
素
人

落
語
の
会
」
の
皆
様
を
お
招
き

し
ま
し
た
。
こ
の
会
は
、
平
成

19
年
に
「
信
夫
の
麓
寄
席
」
と

し
て
発
足
、
福
島
市
を
中
心
に

活
動
し
、現
在
「
Ａ
Ｏ
Ｚ
寄
席
」

を
月
一
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

楽
し
く
亭
ツ
イ
輝
（
た
の
し

く
て
い
つ
い
て
る
）
さ
ん
の
落

語
に
始
ま
り
、し
お
家
小
笑（
し

お
や
こ
し
ょ
う
）さ
ん
の
漫
談
、

み
そ
家
笑
遊
（
み
そ
や
し
ょ
う

ゆ
う
）
さ
ん
の
落
語
で
幕
を
閉

じ
ま
し
た
。

  

お
囃
子
や
三
味
線
が
生
の
演

奏
で
し
た
の
で
大
変
臨
場
感
が

あ
り
、
浅
草
の
寄
席
に
行
っ
た

気
分
に
な
り
ま
し
た
。

　

三
人
の
方
の
落
語
や
漫
談
に

成
人
学
級
生
の
ほ
か
、
阿
津
賀

志
学
級
生
や
女
性
教
室
生
も
、

大
笑
い
の
師
走
の
ひ
と
と
き
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

年
忘
れ
落
語
を
聞
く
会

   出前町民講座   出前町民講座  「ふるさと歴史教室」「ふるさと歴史教室」

◆定員　各回 50 名程度（参加無料）
◆申込・問い合わせ　生涯学習課　☎ 585-2676

参加者募集参加者募集
電話・メールでの
申し込みも可能です

回 日時・会場 講師 テーマ

第 1回
2月 2日（土 )
午後 1時 30分～ 3時
観月台文化センター

小暮信之氏
( 県文化振興
財団 )

『戊辰戦争期の陣
地跡と史料』

第 2回
２月９日 ( 土 )
午後 1時 30分～ 3時
小坂農村総合管理センター

菊池利雄氏
(元町文化財
保護審議会長)

『地名から復元す
る郷土の歴史』

第 3回
２月２３日 ( 土 )
午後 1時 30分～ 3時
森江野町民センター

笠松金次氏
(郷土史研究会)

『蝦夷 (エミシ ) と呼
ばれた人々―東
北の受難・律令下
の 38年戦争―』

　

伊
達
市
及
び
伊
達
郡
内
を
一

周
す
る
「
第
31
回
伊
達
地
方
一

周
駅
伝
競
走
大
会
」
が
12
月
２

日
、
川
俣
町
か
ら
伊
達
市
保
原

町
ま
で
の
12
区
間
49
・
９
㎞
の

コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
、
旧
町
単

位
で
一
般
と
中
学
の
部
あ
わ
せ

て
19
チ
ー
ム
が
出
場
し
て
健
脚

を
競
い
ま
し
た
。

　

町
内
で
は
、
旧
役
場
前
４
号

国
道
交
差
点
手
前
に
中
継
所
が

設
け
ら
れ
、
沿
道
か
ら
温
か
い

声
援
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

当
町
一
般
チ
ー
ム
は
、
安
定

し
た
走
り
で
徐
々
に
上
位
に
迫

り
、
最
終
区
で
逆
転
し
て
３
位

入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
中
学
の
部
で
は
、
僅

差
で
入
賞
は
逃
し
た
も
の
の
松

浦
貴
昭
選
手
が
区
間
賞
を
受
賞

す
る
な
ど
活
躍
し
ま
し
た
。川俣町を勢いよくスタートする第 1区の

齋藤ありす選手と石川凛選手（中央）

アフターファイブのボウリングで
気分リフレッシュ !!

ボウリング上達教室
自己流で十分と思っていても「やっぱりカッコ良
く投げたい、なかなかスペアがとれない」・・・
そんな経験ありませんか ??
インストラクターの的確な指導でワンランク上を
目指しましょう！

◆会　場　からしまボウル福島
◆募　集　町内在住又は在勤の方　先着 15 名程度
◆参加料　一人 2,000 円（全 2 回、貸靴代を含む）
◆申込み　1 月 15 日（火）午前 9 時から窓口又
　　　　　は電話で生涯学習課☎ 585-2676へ

第1回　基礎を学んでボウリングをしてみよう！
　2 月 13 日（水）午後 7 時～ 8 時 30 分
第 2 回　ゲームを楽しもう！
　2 月 20 日（水）午後 7 時～ 8 時 30 分

参加者
募集

参加者
募集

　　落語を語る楽しく亭ツイ輝さん

「
阿
津
賀
志
山
防
塁
の
真
相

に
迫
る
」  

文
化
財
講
演
会

に
思
い
を
は
せ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
の

文
化
遺
産
を
大
切
に
残
し
、
伝

え
て
欲
し
い
と
の
感
想
も
聞
か

れ
ま
し
た
。　
　

講演する入間田教授

奥山家住宅の洋館内部

日
本
の
お
正
月
！

書
初
め
教
室
・
も
ち
つ
き
体
験

　

町
内
小
学
４
〜
６
年
生
の
児

童
27
名
が
参
加
す
る
少
年
仲

間
づ
く
り
教
室
は
、
第
８
回
の

活
動
と
し
て
『
も
う
す
ぐ
お
正

月
！
書
初
め
教
室
・
も
ち
つ
き

体
験
』
を
12
月
26
日
、
観
月
台

文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
し
た
。

　

書
初
め
教
室
で
は
、
高
橋
竹

峰
先
生
か
ら
書
き
方
の
ポ
イ
ン

ト
に
つ
い
て
教
わ
り
、
中
学
生

〜
大
学
生
の
仲
間
づ
く
り
リ
ー

ダ
ー
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な
が

ら
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

書
初
め
教
室
終
了
後
に
は
、

町
寿
ク
ラ
ブ
連
合
会
・
町
社
協

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
ご

協
力
で
、
も
ち
つ
き
を
体
験
し

ま
し
た
。
元
気
な
掛
け
声
が
響

き
渡
り
、
楽
し
い
交
流
の
ひ
と

時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

一
般
の
部
５
年
連
続
入
賞
！

高橋竹峰先生から書き方を教わる
教室生

日　時　2 月 3 日（日）午前 9 時開会
会　場　観月台文化センター   第 1 和室
参加費　1 人 1,000 円
　　　　小中学生 500 円（昼食代含む）
対　象　町民及び町内の職場に勤務する愛好者、
　　　　小中学生愛好者
定　員　囲碁・将棋　各 30 名
表　彰　A・B 各クラスの優勝、準優勝、1 位、2 位、3 位
　　　　A クラス優勝者には町長杯を授与、参加賞
◆申込・問い合わせ　生涯学習課　☎ 585-2676

　第 21回町長杯　第 21回町長杯
        新春囲碁・将棋大会新春囲碁・将棋大会




